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こ
の
度
、「
第
二
期
法
華
経
写
本
シ
リ
ー
ズ
」
と
も
い

う
べ
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
編
纂
と
発
刊
の
業
務
が
東
洋
哲

学
研
究
所
に
委
嘱
さ
れ
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
画

し
、
前
回
の
写
本
シ
リ
ー
ズ
五
の
『
東
京
大
学
総
合
図
書

館
所
蔵
梵
文
法
華
経
写
本
（N

o.
414

）
ロ
ー
マ
字
版
』
を

世
に
送
り
出
せ
た
筆
者
は
、
感
謝
と
感
激
で
い
っ
ぱ
い
で

あ
る
。

二
〇
〇
六
年
度
か
ら
五
年
間
で
、

①
英
国
・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
王
立
ア
ジ
ア
協
会
所
蔵
写
本

N
o.6

ロ
ー
マ
字
版

②
パ
リ
・
ア
ジ
ア
協
会
所
蔵
写
本N
o.2

ロ
ー
マ
字
版

③
大
英
図
書
館
所
蔵
写
本
写
真
版O
r.2204

④
大
英
図
書
館
所
蔵
写
本O
r.2204

ロ
ー
マ
字
版

⑤
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
図
書
館
所
蔵
写
本A

d
d
.
1684

ロ
ー
マ
字
版

と
、
梵
文
法
華
経
写
本
研
究
に
と
っ
て
逸
す
る
こ
と
の

で
き
な
い
写
本
が
採
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
①
は
、
い
わ

ゆ
る
「
ケ
ル
ン
・
南
條
本
」
の
底
本
で
あ
り
、
②
は
、
ビ

ュ
ル
ヌ
フ
の
仏
語
訳
の
底
本
で
あ
り
、
③
④
は
、
貝
葉
写

本
の
ひ
と
つ
の
系
統
の
読
み
を
代
表
す
る
写
本
で
あ
り
、

⑤
は
、「
ケ
ル
ン
・
南
條
本
」
の
校
合
と
ケ
ル
ン
の
英
語

訳
に
使
用
さ
れ
た
写
本
で
あ
る
。

今
回
さ
ら
に
重
要
な
こ
と
は
、
ネ
パ
ー
ル
系
の
貝
葉
写

本
・
紙
写
本
の
系
統
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ

に
よ
っ
て
、「
ネ
パ
ー
ル
系
梵
文
法
華
経
写
本
校
訂
本
」

と
も
い
う
べ
き
テ
キ
ス
ト
作
成
へ
の
具
体
的
な
筋
道
が
示

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
戸
田
宏
文
先
生
が
生
前

懐
か
れ
て
い
た
独
創
的
な
構
想
で
あ
り
、
そ
れ
を
ロ
ー
マ

字
版
テ
キ
ス
ト
の
形
態
で
、
日
本
の
み
な
ら
ず
世
界
の
研

究
者
に
発
信
で
き
る
こ
と
は
、
筆
者
に
と
っ
て
も
大
き
な

喜
び
で
あ
る
。
こ
れ
を
土
台
に
、
写
本
研
究
の
さ
ら
な
る

発
展
を
願
う
と
と
も
に
、
筆
者
も
た
ゆ
ま
ず
研
究
を
続
け

る
決
意
で
あ
る
。

戸
田
宏
文
先
生
の
学
恩
を
偲
び
つ
つ
、

誓
い
戸．
の
　
田．
に
散
る
桜
　
ひ
ろ
．
．

わ
ん
と
　
法
華
の
文．
に

寿
量
（
い
の
ち
は
か
）
り
て
　

ご
逝
去
の
翌
年
の
二
〇
〇
四
年
四
月
、
自
著
を
福
岡
県
筑
紫
野

市
の
ご
自
宅
に
お
届
け
し
た
帰
路
に
詠
む
。

（
こ
つ
き
　
は
る
あ
き
／
東
洋
哲
学
研
究
所
委
嘱
研
究
員
）

「第二期法華経写本シリーズ」の出発を祝う 小槻晴明


